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平成19年度は、新たに国指定重要文化財1件、国指定史跡1件、県指定重要文化財1件、県

指定史跡1件、国登録有形文化財4件、国登録記念物1件が追加されました。
（平成20年3月29日現在）
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国指定重要文化財(建造物）
いちしんでん みゆきもんろうもんかんきよもん

阿蘇神社一の神殿ほか5棟(この神殿｡三の神殿｡神幸門｡楼門｡還御門）

所在地阿蘇市一の宮町宮地3083－1
かいたく たけいわたつのみこと

阿蘇神社は、古代より阿蘇開拓の神と伝えられる健磐龍命を始め十二神をまつり、肥後国の－の宮として
すうけい けいだい ろうもん みゆきもんかんぎよもん

崇敬されてきた神社です。境内正面に楼門を、その左右に神幸門と還御門を構え、その奥中央には三の神殿が、
君ハー式

左右には一の神殿及び二の神殿が鎮座しており、左右対称
けいだい

の整然とした境内を構成しています。

現在の社殿は、天保6（1835）年から嘉永3（1850）
とうりよう

年にかけて再建されたもので、棟梁は、この仕事がきっか
ばんごよう穂いく みずたみもと窓ち

けで後に藩御用大工となる小川町（現宇城市）の水民元吉

が務めています。
そうけやきしら巷づくり のきした

総樫の白木造でどの社殿も規模が大きく、軒下や柱、壁
健とうもんうんもん

の上部を波頭紋や雲紋等の文様や、龍をはじめとする動植

物等の華やかな彫刻で飾っており、江戸末期の特徴をよく
ろうもん

表しています。特に楼門については、二重門としては広さ・

高さともに九州最大を誇るという点でも高い価値がありま

す。

方雰から阿蘇神社#難
ろうもん

楼門
がんぎよらん

還御門

さしきじょう

国指定史跡佐敷城跡

所在地葦北郡芦北町大字佐敷及び花岡

佐議鋤は､芦北町大字佐敷及び花岡に所在する近世の
さつ忘

城館遺跡で、16世紀後半、加藤清正により薩摩との国境

を防備するため築城されたと考えられています。発掘調査
けんご

の結果、主要部の石垣は総石垣造りで、堅固に築かれてい

たことが判明しました。石垣は、石材や積み方の違いなど

から｜～Ill期に分けられ、築造技術の進歩を一体的に確認

することができます｡出土した遺物では､天下識国土萎
繕銘寛萱や梢溌凱撹澄､鶏.崖勧養と関わり深い朝鮮
半島系統の瓦が出土しています。このほか、出土した石垣

や石段には一国一城令による破壊の鋤が確認されていま
す。

このように佐敷城跡は、石垣築造技術の進歩や一国一城

令による破城の実態、当時の社会情勢の動向を示す遺物の
じようかく

出土等、近世初頭の城郭の役割を考える上で重要な遺跡として評価され、

た。

I

さしざじよう

空から見た佐敷城跡

国史跡に指定されることになりまし
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熊本県指定史跡トンカラリン
など尋 うぐい．『啄ら尋ようリ茜

所在地玉名郡和水町大字瀬川字西鴬原～字長刀
なま ずいどう

トンカラリンは、玉名郡和水町大字瀬川に所在する陰道状の遺跡です。

｢トンカラリン」の名称は、遺跡の天井部分から石が落下したときの音に

由来してつけられた名称といわれています。

遺跡は､谷間に形成された鵬(羅農の裂け目)を母体として､そこに
おおが ほどこうぐいすはろ

大掛かりな土木工事を施し、鴬原神社から西方向へ約50m下った谷の先

端から最北端の石組み嬢までをつないだ全長4451mの線形の構造物
らせさ

となったものです。トンカラリンは、自然による大規模な地隙と人工の建

造物が合体した国内でも類例がない特色ある遺跡と言えます。今後、町で

は地域の歴史的・文化的遺産の一つとして積極的な保存・活用が計画され

ています。
さんきゅう

トンカラリンは、その現状保存を行う緊急性が高いことと、その保存と

活用を図る必要があるため、県の史跡に指定されることになりました。

トンカラリン

じようすいじこひぐんつけたりほしゅうひ

熊本県指定重要文化財(古文書）浄水寺古碑群附補修碑
しらとう遇よみすでら

所在地宇城市豊野町下郷字清水寺
じようすいじこひぐん じよう笹ん じょうずいじ

浄水寺古碑群は、8世紀後半に美善という僧侶により開かれた肥後の古代寺院である浄水寺跡（県史跡）に
ゆらいとう なん超いらんひ

所在する石碑です。浄水寺の創建の由来等を記した①「南大門碑」（延暦9（790）年2月23日建立)、我
きれんめい とうろうさおいし とうろう

が国最古の紀年銘を持つ灯篭の竿石である②「灯篭
さおいし

竿石」（延暦20（801）年7月14日建立)、寺領
じりようひ

とその位置を記録した③「寺領剛（天長3(826)年
ほつけさよう まいのう

2月3日建立)、法華経を地下に埋納した際の標識
によぼうきょう

としての石碑である④｢如法経側（康平7（1064)年

11月10日建立）の4基の古代の石碑と、江戸時
ほしゅうひ

代にこれらを修理した際の⑤「補修碑」（天保2

(1831）年建立）からなります。石碑に刻まれた銘

文は江戸時代から現代に至るまで多くの議暑による
研究の対象となり解明が試みられてきました。全国

でも20例程度しか確認されていない古代の石碑が

集中的に残されるなど、古代の肥後に関する貴重な

記録です。

しらみず

国登録記念物(名勝地）白水の滝
おのした まきど

所在地阿蘇郡高森町大字尾下3386､同3387､牧戸川

白水の滝は、別府湾にそそぐ大野川とその支流である大谷川と牧戸川
けいり亭う

の源流に位置している滝です。渓流沿いに歩くと滝への管理用遊歩道途
いくすじ

中にも岩肌を伝うように幾筋にも分かれて、流れ落ちている多くの大小
ゆうすい

の滝が見られます。かつては延長約100mにおよび、湧水が飛び散り白
ひせん

く輝いて、日本一の飛泉とたたえられていました。

白水の滝は､>職濡躍稽物が浸食によって特異な地形を生み出し､郷士
の自然遺産として特徴的であることと、古来より絵画や詩獣でふれられ

けいしよう参

る等、景勝地として風土や時代を反映して親しまれてきている点が重要

と思われます。これらの点が、芸術的、名所的あるいは学術的にもその

価値が高いと評価され、国の登録記念物（名勝地）に指定されました。

白水の滝は、阿蘇郡高森町と大分県竹田市にまたがる場所に位置しており、

熊本県と大分県の両方の人々から親しまれています。
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じようすいじこひぐん

浄水寺古碑群

しらみず

白水の滝
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国 登録有形文化財りようじょしかいしゅん きん

リデル、ライト両女史記念館（旧熊本回春病院らい菌研究所）

|司幽 墨
画

リ

=三W冒茸

蝿叩

所在地熊本市黒髪5丁目1
力､わらぷ捜

構造木造2階建､瓦葺､建築面積171㎡

英国キリスト教伝道師ハンナーリデルが、大正8（1919）年、
かいしゅん

ハンセン病の病原菌を研究し治療に活用するために熊本回春病

院（明治28年創設）内に建てた、国内初めての民間ハンセン

病研究所です｡崖憶業塾旧図書館等の建築で全国的に有名な雷
業繕堕節が設計を担当しています｡当初は平屋でしたが、リデ
ルのめいで2代目院長のライトが昭和10（1935）年に住居

用として2階を増築しました。東西に長く、西側の一部分が北

に突き出すL字型で、正面中央には小屋根が張り出し、またボ

ﾁーが設けられています。’階の髭や出窓、2階正面の手すり、
いしよう tfいたく

一チが設けられています。1階の能や出窓、2階正面の手すり、リデル､ライト両女史記念館
リようじょし

建具等にｱﾝﾃｨー ｸな溌を取り入れ､書羨でしゃれた印象を与えます。
昭和16年に病院が閉鎖され多くの施設は解体されましたが、この建物だけは残され、戦後は養老院の事務

所として使用されました。ハンセン病の歴史を語る上で貴重な資料であり、大正から昭和初期における洋風建

築の地方への流行を考える上でも貴重なものです。

かいしゅん

国登録有形文化財旧熊本回春病院日光回転家屋

ス

ノ

所在地合志市栄379S
いた,s:魯

構造木造平屋建､板葺､建築面積4．2㎡

旧熊本箇箸病院の創設者ハンナーリデルによって建てられた
日光浴やカウンセラーのための施設で、昭和の初めに男・女病

棟の南側に1棟ずつ設置されました。波形に加工した板を屋根

にふき、壁には花形の透かし細工を施しており、また、正面い

つぱいに扉を立て、目的に応じて自由に使える工夫をしています。

一番の特徴は、床下5か所に鉄製キャスターが付いており、太

陽の運行に合わせて患者一人の力でも建物を回転させることが

できるという点であり、小ぶりできゃしゃなのもそのためです。

昭和16（1941）年に病院が閉鎖され、患者たちは九州療
けいふうえん

養所（国立療養所菊池恵楓園の前身）に移されましたが、昭和力貼hしゅん 萱HT（国_』上原套睡lﾂT米｣ﾉ出ﾉぷり鋤催副Uノ月リヨノレーィタ己イしびLﾉﾉこ/」.、pp4､1-1
旧熊本回春病院日光回転家屋

49年、建物は亡きリデル、ライトを慕う元患者たちの願いで

園内に1棟のみ移され､滝しの場となっています｡ﾊﾝｾﾝ病の歴史を語る上で貴重な資料であり、また建物
を日光に向けて回すという発想で作られたため、床下に車輪を付けるという国内でも例を見ない構造になって

いるなど近代建築史において貴重なものです。
ノ

【語句の解説】
､

○文化財

「文化財」とは「わが国の長い歴史の中で生まれ、育まれ、今日まで守り伝えられてきた貴重な財産」の

ことで、次の8つに大きく分類することができます。

（1）有形文化財(建物や美術工芸品など､物として種された文化財）
（2）無形文化財（伝統芸能や工芸技術等のプロの人々の技能）

（3）民俗文化財（人々の生活にかかわる民俗芸能や行事習慣など）

（4）記念物（それぞれの土地にまつわる文化財：史跡、名勝、天然記念物等）

(5)伝統的建造物群(主礁白壁等の古い町並みなど）
（6）埋蔵文化財（地面に埋もれている文化財：遺跡など）

(7)文化的景観(人と自然が一緒に創り上げてきた景観:ｲ縦や里山など）
(8)文化財の保存技術(茅書や霧まりの技など文化財を支える技のこと）などです。

◎身近な地域の「文化財」を、夏休みなど長期の休暇を利用して調べてみましょう。 ノ
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さがらむら ようら

国登録有形文化財相良村ふるさと館（旧四浦村役場庁舎）

所在地球磨郡相良村大字深水2136

構造木造2階建､瓦葺､建築面積B26nf
隠リかわきんろく

昭和17（1942）年、旧四浦村の村長堀川金六

の難によって建てられた洋風の村役場庁舎です。
1階は事務室として使用され、南側と西側に階段を

設け、2階は1室の会議室にしています。大きな特
したみいた嘘リ

徴は外壁で、下見板張（土壁保護のため横板の下部

を張り重ねていく明治期に流行した工法）を基調と

しながら、正面の門構えと腰の部分だけはモルタル

塗で目地を切って石造風に見せており、窓面積を大

きくとっています。

昭和31年に川村と合併して相良村が誕生した後

は四浦支所、四浦出張所として使用されましたが、

平成11年には村営温泉施設の隣に移築され､壁謹イ韻潟ふるさと館(旧歯籍村役場庁舎） 平成11年には村宮温泉施設の隣に移築され、生涯

蝿の樋驚として活用されています｡地方の旧庁舎
の外観をよく残しており、球磨地方に残る戦前の旧庁舎として貴重な建造物です。

国登録有形文化財
しょうゆてんぽしゆおく あつさく

浜田醤油店舗、主屋、洋館、三番蔵、旧圧搾機室、旧原料倉庫、
いしむろ

旧石室、給水塔、煙突（g棟）

一一コ

し毎つ字てん↓鷺

浜田醤油店舗と三番蔵

所在地熊本市小島中町107

構造

(店舗)木造2階建､瓦葺､建築面積140㎡

(主屋)木造2階建､瓦葺識建築面積61㎡

(洋館)木造2階建､瓦葺､建築面積Bnf

(三番蔵)木造平屋建､瓦葺､建築面積218，イ

(旧圧搾機室)木造平屋建､瓦葺､建築面積69㎡

(旧原料倉庫)木造2階建､瓦葺､建築面積120，イ

(旧石室)石造平屋､建築面積63『Ti

(給水塔)レンガ造､高さ7m､幅2m､奥行2m

(煙突)鉄筋コンクリート造､高さ10m,基部直径2m
おしま＆ち

小島町は、江戸．明治を通じ、物資の集積地として栄え

熊本城下への玄関口となった港町です。浜田家はそうした
うしちこくもつしょう しょうゆ じようぞっ

小島町の豪商の一つで、安政年間（1854～1860年）に初代卯毛が穀物商で身を起こし、醤油・味噌の醸造

蕊手がけるようになったのは明治20（1887)年、3代目聯の頃からと伝えられています。
店舗(江戸後期建築)は､全体的に総塗りにしており､右半分は腰を儀壁(防水のため瓦を漆喰で張り

つけたも②こに､隷分は髭を付けて入口にするなど多様なデザｲﾝで鵜の風格を見せてい蕊｡その左右
には同じ海鼠壁の主屋と三番蔵（いずれも明治前半の建築）が並び、三番蔵の西側には、壁を漆喰塗と下見板

張にし､採光用の悟学窓をつけた旧崖葎機室(大正末期建築)、旧原料倉庫(明治前半建築)が並んでおり､長
こうじ

い土蔵白壁が続く独特な景観を形成しています｡敷地内にはまた､かつて麹室として使用していた濯(明治
前半建築)が残り、昔の錨作りの様子を物語ります｡その一方で､至崖の南隣にある､たばこ屋として建て
られた洋館（昭和5（1930）年頃建築）は景観にアクセントを与えています。

さらに敷地の南西には、レンガ造の給水塔や、動力供給のため炉で石炭を燃やしたコンクリートの煙突（い

ずれも昭和25年頃建築）があり、醸造場のシンボルになっています。

このよ燕きう患田舗の施設群は識にふさわしい難で風格のある景観で地域のｼﾝポﾙになっており、
また熊本の醸造業の歴史を語る上でも貴重なものです。

~
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11平成19年度発掘調査遺跡紹介
平成19年度も、県内各地でたくさんの発掘調査が行われました（一部は20年度も継続中)。

花岡木崎遣跡（はなおかきざきいせき）

花岡木崎遺跡は､筆詑郡芦北町の佐敷川下流域にある中世城郭の佐
敷城から見下ろす小さな平野にあります。

5年目となる今年度の発掘調査では、1500年～1200年前の人々
たてあなじゅうきよ

が住んでいた竪穴住居が30軒発見されました。住居内から生活に根

ざした土器も数多く発見されたので、ここは集落跡だと考えていました。
もつかん

しかし、12月になり井戸の中から木簡が発見され、書かれていた文字

は、「佐色｣、「路｣、「駅」と読めました。この遺跡が古代官道の佐敷駅

であった可能I性が高まってきたのです。
おうかん

以前から、佐敷は薩摩街道と人吉往還と不知火海に面する海上路の

合流点であり、古くから陸海の交通の要所であったと言われてきました。

この木簡はその事を裏付ける貴重な資料の一つとなるでしょう。
えきや ほったてばしらたてもの

現在も、駅家に関係した掘立柱建物跡などがないか探しているとこ

ろです。今後の調査結果にご期待ください。
もつかん

文字が書かれていた木簡

1
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新屋敷遺跡（しんやしきいせき）

!:理
「

▼丘』

空から見た新屋敷遺跡

【語句の解説I

こかい たいこう

熊本市新屋敷にある新屋敷遺跡は子飼橋から大甲橋にかけての白川の

左岸側に位置します。今回、白川改修工事のための樹木移設に伴い発掘

調査を行いました。

遺構としては雪瀧差､主震､穂識謹錫､涯宍､繍罰､溝を検出し、
竪穴住居の多くに↓3篭がありました。
たてあ噂じゆう色よ

溝は、調査区を横断する（南東から北西）ように位置し、町割りのた
簿う秘‘そう

めのものではないかと考えられます。また、包含層上面において検出さ

れていることから､雲笑淫崖よりも新しい時期のものと思われます｡南
端の溝は、江戸期末、新屋敷に武家屋敷が建ち始めめるころの絵図に載

っている溝の可能性があります。
跡じきすえき

これらの遺構から、土師器、須恵器、磁器、また遺物が出土する層か

ら前述の土器とともに縄文土器などさまざまな遺物が出土しており、縄

文時代後晩期・古代・近世にかけて遺跡が存在していたと考えられます。
一一－－－－－－－－－ノ

○掘立柱建物（ほったてばしらたてもの）
のこ

縄文時代以降出現した、地面に穴を掘り、建物を支える柱を立てた建物のことをいいます。柱自体が遣
ることはほとんどありませんが､柱を立てるための穴(=職)を調べることで､建物の規模や形状を推

そう憾しらがわばしら

測することができます。また、柱の使用方法によって、総柱式と側柱式の2つに分けることができます。

○竪穴住居(たてあなじゅうきよ）
縄文時代から一般的に登場してきた住居の1つの様式のことをいいいます。「竪」には「立つ」の意味

があり、地表から数十cm、立て（＝垂直）に掘り下げて床面を設けたので、このように呼ばれています。

また､地面を掘り下げた平面形を調べることで､時代と地域により円形長方形織形などの竪穴住
居があったことなどがわかります｡さらに､住居跡に鋤や溌亦があれば､当時の人々 の生活様式も知る
ことができます。 ノ

5



、

万楽寺出口這跡（まんらくじでぐちいせき）

九州新幹線の建設に伴い､熊本市夫薗記町にある万楽寺出口遺跡の発掘調査を実施しました。
発掘調査では､古代(奈良平安時代、1400～1300年前)の侭笠涯蓮勅跡1棟と､罰確差跡9軒を
発見しました｡塗謡荏差跡は､何度も建て替えられていて､何軒も重なり合って発見されまた｡彰幣崖跡に
か壷ど 力珪ど

は竃が付いていて、竃からは文字が書かれた土器

が発見されました。

そのほかにも、建物などは発見されませんでし

たが、縄文時代後期・晩期（3500～2900年前）
こくようせき

の土器や黒曜石・石器や玉も多く出土し、縄文時

代の人びとが生活していたことも明らかになりま

した｡黒曜石は佐賀県伊芳里市の鶴から持ち込
ごくようせき

まれたものが多く発見されています。矢じりなど

の石器とともに､石器を作る際の割れかす(剥芦）
も多く発見されていて、万楽寺出口遺跡周辺で縄

文人が石器を作っていたこともわかりました。

◎

⑧

』

難;‘
薦
1霧

■
壷

万楽寺出口遺跡出土の玉と

文字の書かれた土器

ノ

こがまえ
､

玉名平野条里跡（古閑前地区）
(たまなへいやじようりあと）

空から見た玉名平野条里跡
#矛

本遺跡は玉名平野のほぼ中央部に位置し、菊池川下

流域の一角にあたります。近くには国内でもっとも古

い文字が出土した;姉ﾃ遺跡があります｡本遺跡は九州
新幹線建設工事に伴い発見された遺跡で、広くは玉名

平野条里跡内にあたり、土地の地名をとって｢舌齢i
地区」と呼んでいます。

遺跡からは最も古いもので弥生時代後期の瀞潅
崖跡を始め､古墳時代初頭後期の住居跡､古代の振
笠程謹翰などが出土しています｡なかでも､古墳時代
後期の住居跡からは、時代を判断する上で重要な地元

荒尾産の須慧器を始め､県北部地域の特徴を色濃く示
しているﾆ鰭､宇土半島から天草諸島にかけて作ら
れたであろう｢天草式裳環土器｣が出土しています。
また、同時に、地域色の強い遺物が出土したことで、

地域交流の姿をうかがい知ることのできる、貴重な調

査例になりました。

琴 二
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1
【語句の解説】

○墨書土器(ぼくしょどき）

土器(須慧器や玉総)の蒜や輪などの裏面に見られる､塁で文字や記号を記したものを､墨書十器(ほ
くしよどき）と呼んでいます。1文字か数文字の場合がほとんどで、文章が書かれていることはまれです。

土器を保管したり管理したりする施設や官職・人名などを表す他、意味がわからないものもあります。

ノー
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下江中島這跡

(しもえなかじまいせき)‐
空から見た下江中島遺跡

本遺跡が立地する熊本平野南部は、緑川・浜戸川下流
かせん

域にあたり、これら河川により運ばれてきた士砂の躍震
で月隙な水田が広がり、県内でも有数の議豊地帯となっ
ています。

今回の発掘調査は、九州新幹線建設工事に伴う新幹線

車両墓地建設という広大な工事範囲に及ぶもので、その

中で新たに遺跡が確認されたものです。

遺跡は現在の水田のすぐ下に埋まっており、水田の耕

作土直下から多くの須慧器土:癖が出土しました｡確
認された主な遺構としては､主に古代の涜笠程建物や二鶴．
溝がありましたが、それらはいずれも小規模であったため、

人々が定住していたとは考えられず、作業小屋程度の小

規模な建物であったと考えられます。

また、1区とした調査区では自然の河川横に小規模な

流路を引き､撞状に涜列を打ち込み水流を撞き止めた痕
跡を確認することができました｡瑞列には､建物に使わ才

■■■

ー●●●＝

『
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ユ

昇
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二

ー
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〆唐
〆

傷 ・〃句

，

Z

跡を確認することができました。杭列には、建物に使われていた建築用材や他に用途があったと考えられる加

工のある部材などが多数用いられていました。自然河川やそれら杭のある流路の埋まっていた土の中からは、

当時使われていた木製の農具や生活用具が数多く出土しています。
ー

神水遺跡（＜わみずいせき）
たく雄ばる

神水遺跡は、熊本市水前寺公園地内に所在する託麻原台

地の南側から江津湖にかけて広がる遺跡です。遺跡の範囲
ちようふく

は､一部喋宙篤寺跡(錨尼寺推定地)と重複しますが、
今回の調査場所はその重複した範囲に当たります。今回の

調査では、主に古代（平安時代）の遺構・遺物が見つかり

ました。

遺構では､掘り込み篭業(建物等の基礎を堂自にする工
事)や溝状遺構それに二f蕊が確認できました｡掘り込み
擢は､その大半が調査区外に広がっており正確な規模は

じんや承はいじ

不明です。埋められた±の状況から陳山廃寺跡で見つかっ

たものと似ており、その関連性がうかがえます。溝状遺構

は、最大幅7mを超える大型のもので北西一南東方向に調

査区を縦断しています。

また､遺物では､玉総儲､萎等)､須慧器蘇､義等)、
瓦(舞筆瓦､平瓦､丸瓦)等が確認できました｡溝状遺構
に伴う遺物が多い反面、掘り込み地業に伴うものは少数で

した。
じんや濠はいじ

今回の調査結果は、陳山廃寺との関連I性や当時の土地利

れます。

一一
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神水遺跡の掘り込み地業

じんや濠はいじ

陳山廃寺との関連I性や当時の土地利用のあり方を考える上で重要な意味を持つと考えら

ノ
~

1

【語句の解説】

○遺構(いこう）と遺物(いぶつ）
遺構と這物は共に過去の人類が残した活動の鯛のことで､遺跡を構成する重要かつ基礎的な考古学
の資料となります。人類が大地の上にはたらきかけて残した建築物の跡や墓穴・城・耕地などを遺構と呼

び、人類が製作したり使用したりした石器や土器・金属器などをまとめて遺物と呼びます。
ノ

、

7



玉名平野条里跡（たまなへいやじようりあと）

玉名平野条里跡は､菊池川の右岸に広がる遺跡で､菊池川と索穫木川に撰まれた場所に位置しています｡発
掘調査は、県道玉名山鹿線道路改良事業にともなって実施されたものです。

今回の調査では､水路に伴って設置されたと考えられる『栄稔』が発見されました｡『紬』とは､水を導き
送るために木で作った稔状のもので､水による溝の浸食を防ぐ目的で使われたものです｡この木樋の木の種類
は離送章綴のクスノキで､全長約327m､幅約073mの大きさです。この水路と同じ面から出士した土
器（｢小型丸底蓋」（士憎耀)）の年代から､今から約1,500年前の古墳時代中期頃のものであると推定してい

Ｉ

ます･

この紬が見つかったところでは、
水田の跡を確認することはできません

でしたが、菊池川沿岸は、小さな支流

が網の目上に巡っている低湿地であっ

たと思われ、これまでの、この路線の

発掘調査でも、弥生時代から中世にか

けての水田跡が見つかっていることから、

水田に適した環境であったと考えられ

ます。今後は、この地域を大きな視

点でとらえ、玉名平野条里跡一帯での

水田耕作が始まった時期や広がりなど

を明らかにしていくための調査・分析・

検討が必要であると考えられます。

h

bくり

玉名平野条里跡から出土した木樋

一ノ

I中山錦川遣跡（なかやまにしきがわいせき）

中山錦川這跡は、平成17年6月から平成20年3月までの約3カ年かけて発掘調査を行いました。横幅

約13m、長さ約600mの道路建設予定地から縄文時代、古墳時代および奈良・平安時代の遺構や遺物が見つ

かりました。

縄文時代は､早期(約7,000年前)の生ま(目的があって掘られた穴)、動物を捕らえるために掘られた落
とし穴､料理したであろう闘(屋外炉)、蒸し焼きした集石等が発見されています｡この遺跡の約7,000年
前の土の中に含まれる花粉化石等を調べるとどんぐりの木が周辺にたくさんあったこともわかっています。お

そらく、この炉でどんぐりなどを煮ていたことでしょう。

古墳時代では､後期(約1,400年前)め罰確信､や道路が発見されています｡鰯権雇の中からは当
時使われていた食器類や善などが出土しました。
さらに､奈良平安時代の遺構としては､雲巽荏唐、
圭濃､溝道路などが発見されました｡雲巽程差から
は、食器類、小刀、かまどなどが出土しました。中に

は､お椀の底に字が書かれているもの(墨書主語)も
あります。

また、道路状遺構は24条が複雑に交差して発見さ

れました。当時は、交通の要所であったことが理解で

きます。その中には、谷や川におりる道路があります。

この遺跡は、標高40mの台地の上にあり、全く水が

ない場所です。当時の人が水を汲みに使った道ではな

いかと思っています。このように字を書くことのでき

るような人が、なぜこのような不便な土地に住む必要

があったのか解明することは奈良・平安時代の情勢を

考える上で非常に重要なことだと思います。

江．

鷺 Fr

薯
評
三

■ Z

唾1

、

１
１

r河

組

ｆ
且

職濁1
日I

空から見た中山錦川遺跡
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1
幅・津留遣跡（はば・つるいせき）

りょうへい

幅・津留這跡は、阿蘇郡南阿蘇村両併幅・高

森町高森津留に位置し、白川上流の右岸の台地

上に広がっています。県道熊本高森線の道路整

備事業に伴い、平成18年12月から発掘調査

が実施されました。

その結果、縄文時代早期（今から約8，000

～7，000年前)、縄文時代前期（今から約

6,000～5，000年前）と弥生時代中期末（今

から約2,00o年前)の人々 の漬赫が確認され
ました。

その中で特に注目すべき発見は、弥生時代中

期末の木棺墓(遺体を木の愉中に運菱する墓
の形態）が120基ほど確認された事でした。

ﾌf糟婁は、6～7つのグﾙー プにまとまってお
り、当時の人々が集団となって生活していたこ

とが推定されます。

また、すぐ側にあった溝からは葬式等の際に

使用したと考えられる多くの土器が出土しました。

０
白

たえん

木棺墓のまとまり(赤の円)を示す航空写真(楕円形の掘り込みが木棺墓）

使用したと考えられる多くの土器が出土しました。土器を観察すると熊本地方の土器の中に、北九州地方や東

九州地方に多くみられる土器が遠軽しており、当時の文化交流力篭えます。

、

池辺寺関連遺跡群（ちへんじかんれんいせきぐん）

池辺寺関連這跡群の調査地は熊本市池上町にあり、平川が丘陵にさしかかる辺りに所在します。平成19年

6月より調査を始め、大きく2つの時期の遺構が見つかりました。おおむね室町時代と奈良から平安時代の遺

構と推定されます。

前者からは、石を並べた石列と斜面を平坦にするための整地層が見つかりました（写真左下)。石列は斜面の
糖に長細い石を横一列に並べたもので､大きさが様々 な自然の石を使い､石の平坦な面を外側に向けていまし
た｡斜面の糖を､石を据えるために削っている部分もありました｡石列の前面には浅い溝が掘られており、雨
水が流れるように作られたものと思われます。そして、これらの石列と浅い溝は山の斜面が崩れたと思われる
大きな石が含まれる土に義われていました。

石列の背面は山の斜面に土を盛り、整地され、やや傾斜

がある平坦な面をつくっています。この部分には柱を立て

るために掘られた可能I性がある穴がいくつかあり、建物が

存在したと考えられます。整地した土やその上位の士からは、

鎌倉時代から室町時代の土器が多量に見つかりました。

後者からは､山の斜面の糖に鍬涯崖が3軒見つかりま
した。その中に、かまどの跡と考えられる、だいだい色に

変色した土を含む部分がありました。調査区は、現在も見

ることができる石垣を用いた造成のため、非常に残存が悪く、

全体像を把握することが困難な状態でした。

調査地の西方にある池辺寺跡は平安時代の寺院で国の史

跡に指定されている重要な遺跡であり、明治時代まで変化

をたどりながら存在していました｡当調査区はその筒嘗に
あり、同時代の遺構が見つかっています。池辺寺との直接

的な関わりを示すものは確認できませんでしたが、立地か

らその関連が推定され、遺跡理解の一助となると考えてい

ます。

色

K''書

空から見た池辺寺関連遺跡群

ノ
、

9



北岡横穴群（きたおかよこあなぐん）
かすが

北岡横穴群は、熊本市春日にあり、坪井川の北側に位置しています。万日山花岡山から連なる丘陵部の端、
北岡神社の南壁面にあります。春日池上線の住宅市街地総合整備事業にともなって、発掘調査が行なわれまし

た。

今回の調査で、横穴墓を11基と、枝分かれした部分も入れて墓道を9本確認しました。横穴墓は完全な形

で残っているものは－つもありません。しかし部分的に残っている箇所から多くの遺物を発見しました。また

難からも多くの遺物が出土しています｡横穴墓は壁面に段をなすように3段作られていたと考えられます。
下から2段目の横穴墓群のう

ち横穴墓2基の篤禄から、石製
濁釜､崩学宝､誉釜などの装身具、
鉄繊、貝製飾金具などが出土しま

した。横穴墓から貝製飾金具が出

士する例は珍しいものです。1
し

段目に位置する横穴墓3基の屍

協､ら古人骨が出土しましたが、
骨以外の遺物は見つかりませんで

した。

墓道からは多くの須慧器が出土
しました。器種が豊富で、はそう・

鰯輔などの壷類､饗､蓋坪
つぼかめ‘弾たつき

などがまとまって出士しました。

この遺物は6世紀後半から7

世紀にかけてのものと考えられ、

当時の畿謹など､享篭農乳の際
に使用・廃棄されたものと考えら

れます。

【語句の解説】

正面から見た北岡横穴群

~

珊霞可
一J

○土師器(はじき）と須恵器(すえき）

土師器（はじき）は、弥生土器の流れを汲み日本列島独自の特徴を色濃く残している素焼きの土器です。

古墳時代から奈良平安時代にかけて生産されました｡一般的に、600～750度の温度で野焼きし､籍“
豊ないし宗糟琶をしています。
これに対し、5世紀の中頃、朝鮮半島から日本に伝えられ、その影響を強く受けている土器を須恵器（す

かま かんけん

えき）と呼びます。登り窯を用い、1100度以上の還元状態で焼くので、青灰色の硬い土器の特色を示し
ます。

◎博物館等で土器を見る機会を利用して、その違いを比べてみましょう。

○条里制（じようりせい）
らよう

古代の郡を単位とした±地を管理するシステムです。1町（＝約109m）を1辺とする正方形の区画
リ

（面積1町＝10段＝3600歩＝約1.2ha）をつくり、1町四方を1里として、その内部を36区分（東

西6区画南北6区画）しました｡その小さな単位を｢弾｣といい、1から36の番号で呼んだため現
在でも水田に数字の地名が残っています。

7世紀の後半､瀧職の法(国が土地を6歳以上の男女に配分し､死ねば没収するしくみ)が行われ
た頃が始まりと考えられますが、実際に行われたのは8世紀に入ってからといわれています。中世の後期

まで行われ、現在も北海道と沖縄を除く日本各地に条里地割の遣構が残っています。熊本県内でも、熊本

平野や玉名平野などにその遺構が多く残されています。

◎古代の地名や古い写真地図などを調べて､身近な地域の条里制の鯛を発見してみましょう。

10

1

、

ノ



言

国･県指定及び国登録文化財一覧(蕊矧翁在）
国指定文化財

’指定の種類 名称

重要文化財(建造物）阿蘇神社一の神殿ほか5棟

史跡佐敷城跡

県指定文化財

|指定の種類’指定の種類 名称

|所在地’所在地
阿蘇市

芦北町

所在地

概要

大規模な造りで華麗な彫刻を持つ江戸末期の

代表的神社建築､二重門は九州最大

城館遺跡

概要

建築時期､設立時期

江戸末期

中世～近世

建築時期､設立時期

史跡トンカラリン

重要文化財(故書）浄水寺古碑群附補修碑

和水町随道状､全長445.1m

宇城市古代寺院跡に建つ石碑5基 古代～中世

国登録文化財

指定の種類 ’ 名称 所在地

登録有形文化財

登録有形文化財

登録有形文化財

登録有形文化財

登録記念物

（名勝地関係）

相良村ふるさと館(旧四浦村役場庁舎）

浜田醤油店舗･主屋･洋館･三番蔵・

旧圧搾機室･旧原料倉庫・

lR石室･給水塔･煙突

リデル､ライト両女史記念館

(旧熊本回春病院らい菌研究所）

旧熊本回春病院日光回転家屋

相良村

熊本市

熊本市

合志市

白水の滝 高森町

I|平成旦9年度発掘調査一覧
NC 遺跡名 ’i所在地所在地 主な時代

1二本木遺跡群(合同庁舎）熊本市 古代･中世

2二本木遺跡群(市道切替）

3南畑遺跡

4花岡木崎遺跡

5瀬田池ﾉ原遺跡

6下江中島遺跡

7万楽寺出口遺跡

玉名平野条里跡
8

（古閑前地区）

9二本木遺跡群(田崎陸橋）

10北岡横穴群

11中山錦川遺跡

12幅･津留遺跡

13玉名平野条里跡

14池辺寺関連遺跡群

15神水遺跡

16新屋敷遺跡

熊本市一」古代･中世

植木町古代･縄文時代

芦北町古墳時代･古代

旧石器時代・
大津町

縄文時代･弥生時代

富合町古墳時代･古代

縄文時代･奈良時代・
熊本市

平安時代

弥生時代･古墳時代・
玉名市

平安時代

熊本市古代･近世

熊本市

甲佐町･城南町

南阿蘇村･高森町

玉名市

熊本市

熊本市

熊本市

古墳時代

縄文時代･古墳時代・

奈良時代･平安時代

縄文時代･弥生時代

古代･中世

奈良時代･平安時代・

室町時代

古代(平安時代）

縄文時代･古代・

近世

11

概要 建築時期､設立時期

球磨地方の戦前の役場庁舎として貴重

安政年間創業､明治20年以降に醸造業を

手掛けた老舗､一列に並ぶ白壁土蔵群や

煙突は町の景観を形成

中条精一郎設計による国内初の民間の

ハンセン病病原菌研究所

国内では例を見ない車輪付回転家屋

昭和17年

江戸末期

～昭和25年頃

大正8年

昭和初期

「 主な遺構

竪穴住居･掘立柱建物・

溝状遺構･墓･井戸

竪穴住居･溝

住居･竃･堀畑

竪穴住居

主な遺物 ，
土馬･越州窯系青磁･白磁・

緑紬陶器･銅鈴･鉄製品

土師器･須恵器

縄文土器･弥牛十器･石器

木簡･土師器･須恵器

集石･石器ブロック･住居縄文土器･弥牛十器･石器

掘立柱建物･土峨･満土師器･須恵器

縄文土器･黒曜石･石器・
掘立柱建物･竪穴住居

土師器･須恵器

竪穴住居･掘方群建物

溝

横穴墓

土職･炉･竪穴住居

道路状遺構･満

木棺墓･祭記溝

水田跡

竪穴住居･土蛎･渦

弥牛十器･須恵器･土師器･獣骨

須恵器･陶器

勾玉･切子玉･管玉･鉄識･貝製飾金具・

須恵器･馬具

石器･鉄器･縄文土器･土師器･須恵器・

木棺墓･弥牛十器

土師器･須恵器

掘り込み地業･満状遺構･土城土師器･須恵器･瓦等

竪穴住居･溝・
土師器･須恵器･磁器･縄文土器

士職･掘立柱建物･柵列



il文化財資料室の公開･普及活動について
、

文化財資料室は、文化財の保護・普及を目的に、さまざま

な活動を行っています。この施設は、本来熊本県文化課が行

う埋蔵文化財発掘調査による出土遺物の整理・収蔵・管理を

目的として設置されました。時代の要請に応えて、膨大な量

の出土遺物等の資料を活用するため、企画展を初めとする展

示活動や、原始・古代をテーマにした体験学習会の開催、さ

らに中学生を対象にした職場体験学習の受け入れなどにも積

極的に取り組んでいます。

皿企画展
＊平成19年度発掘調査最前線～古代人の「祭り」と“祈り”～

目体験学習会
『夏休み古代体験教室」平成19年8月1日～B月31日

『体験学習フエステイバルイン天吉』平成19年11月11日

『くまもと教育の日1日古代体験教室』平成19年11月23日

《施設訪問》

詫麻原小学校6年生（校外学習）平成19年6月11日～14日

詫麻原小学校2年生（生活科）平成19年9月27日

天竜林業高校2年生（修学旅行）平成19年12月6日

、

蕊厄ﾅｲｽﾄﾗｲ(中学生職場体験)事業
平成19年度参加校

1湖東中学校（H19．7．10～7．13）

2楠中学校（H19．7．10～7．13）

3帯山中学校（H19．9．11～9．13）

4桜木中学校（H19．9．11～9．13）

5合志中学校（H19．9．19～9．20）

6出水中学校（H19．10．9～10．11）
7熊大附属中学校（H20．2．6～2．8）

『

国｢考古資料学習ｷｯﾄ」
文化財資料室では、小中学校向け社会科歴史学習の補助教材として「考古資料学習キット」を作成し、貸

し出しを行っています。県内の遺跡で見つかった本物の土器や石器をコンパクトにまとめ、説明書もつけま
した。本物の出土遺物に触れることで、原始、古代の人々の知恵や工夫

の跡を学ぶことのできる貴重な教材です。ご希望の際は、文化財資料室

までご連絡下さい。

厄お知らせ
平成20年7月から､文化財資料室は城南町に移転する予定です。

詳しくは、下記の文化課ホームページで御確認ください。
’

’
隠始くまもと。溌貝“

考古資料学習キット

」、

交
通
機
関
の
ご
案
内

文化財通信くまもと第25号平成20年3月31日

発行：熊本県教育委員会文化課TELO96（333）2704
編集：熊本県文化財資料室TELO96（363）8881

FAXO96（363）8314
印刷：株式会社大和印刷所

文イ

http:〃WWW･pre
化課ホームページ「くまもとの文化

ef･kumamotojp/education/hinokl
;」
uni/index･html ’ ’
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